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日本語

安全上の注意 この取扱説明書は大切に保管してください。
あなたや他の人々への危害や損害を防ぐため、この取扱説明書を読んで指示に従

ってください。  
この取扱説明書は保管し、次に製品を使用する方には必ずお渡しください。

けがや健康への害、危害を防ぐため、取
扱説明と安全上の注意を必ず守ってくだ
さい。
マシンが損傷した場合は使用しないでく
ださい。異常音や異臭など故障の兆候が
あった場合はスイッチを切り、電源プラ
グを抜いてください。感電や火災の恐れ
があります。ネスプレッソにご連絡くだ
さい。
電源コードが完全な状態でない場合は使
用しないでください。傷ついたコードの
交換は必ずネスプレッソにご連絡くださ
い。感電し死に至る恐れがあります。
電源は、１００Ｖのコンセント（１５Ａ以
上）から単独でお取りください。延長コ
ードなどを使ったたこ足配線はおやめく
ださい。電源が製品の識別プレート（製品
の下面をご覧ください）に記載された仕様
に合うものであることを確認してくださ
い。火災や感電の恐れがあります。
火災の危険を防ぐため、製品は耐熱性の
ある平らな面に置いてください。製品は
必ず屋内で保管・使用してください。

電源コードは熱源の近くや鋭利な物の上
に置かないでください。電源プラグを抜
くときは、コードを持たずに必ず先端の
電源プラグを持って引き抜いてくださ
い。正しく抜かないと感電したり、ショ
ートして発火することがあります。
電源コードが垂れ下がらないようにして
ください。コードにつまづかないように
置いてください。

子供だけのご使用、また幼児の手の届く
ところでのご使用はおやめください。け
が、やけど、感電の恐れがあります。

ミルクを使用するレシピには、ミルクコ
ンテナおよび同梱のフタ、ミルクノズル
を必ずご使用ください。やけどの恐れが
あります。
ミルクノズルは使用後も非常に熱くなっ
ていますので、触らないでください。や
けどの恐れがあります。 

コーヒー抽出量が150ccを超える設定に
なっている場合は、次のコーヒーを抽出
する前にマシン本体を稼動せず、5分間
冷ましてください。過熱する恐れがあり
ます。
カプセル挿入口に指を入れないでくださ
い。けがをする恐れがあります。マシン
本体を分解しないでください。開口部に
物を入れないでください。感電の恐れが
あります。この取扱説明書に記載されて
いない操作はネスプレッソにお問合せく
ださい。
本体は定期的に注意深くクリーニングし
てください。汚れがあると健康を害する
恐れがあります。クリーニングの前に必
ず電源プラグを抜き、本体を冷ましてく
ださい。
取扱説明書に従って、定期的にマシン本
体の湯垢洗浄を行ってください。マシン
本体が損傷したり、健康を害する恐れが
あります。
すべての電源接続、電源プラグ、コード
が乾いていることを確認してください。
本体を液体の中に入れないでください。
水滴や水などがかからないようにしてく
ださい。電気と水が触れると感電死する
危険があります。
コーヒーメーカーを長期間使用しない場
合は、電源プラグを抜いてください。

日本語

警告
「警告」は、回避しなければ死亡や重傷につ
ながる可能性のある危険な状況を示します。

注意
「注意」は、回避しなければ軽傷につながる
可能性のある危険な状況を示します。

告知
安全警報マークのない「告知」は、回避しな
ければ物品の損害につながる可能性のある危
険な状況を示します。

取扱説明の　・　マークに注意してください。
これは安全警報マークです。けがの危
険について注意を喚起するために使用
されます。けがや死亡の危険を防ぐた
めに、このマークのあるすべての注意
書きに従ってください。

食器洗浄機の使用可。

食器洗浄機の使用不可。

このコーヒーメーカーは取扱説明書に従って一般家庭において、ネスプレッソが販売するカプ
セルを使用してコーヒーを抽出したり、給湯するためのものです。必ずネスプレッソが販売す
るカプセルを使用してください。その他の使用方法は取扱説明書の指示に反するものです。取
扱説明書の指示に反する使用方法はけがにつながる恐れがあり、保証による請求権を失うこと
になります。ネスプレッソは取扱説明書の指示に即さない使用方法による損害には責任を負い
ません。

正しくご使用いただくために

マシン本体の作動中は決してレバーを開けないでください。必ず排水グリッドと排水
受け皿をセットして使用してください。

製品を廃棄する際は、電源プラグをコンセントから抜き、コードを本体になるべく近
い部分で切断してください。

使用と廃棄に関する重要な注意事項



日本語 日本語



日本語

主電源スイッチ

レバー

カプセルコンテナ

排水量表示

給水タンク水量表示

排水受け皿（背の高い グラス
使用時は中に押し込む）

カップ収納スペース
カップ収納・ 
保温スペース

給湯ノズル

コーヒー抽出口

給水タンク（1.2リットル)

各部の名称

同梱物：外箱に表示 

本取扱説明書では、日本仕様以外のマシンの写真も使用しておりますが、
各部の名称、ご使用方法などは同じです。

 

日本語

ミルクコンテナをセットすると、
コーヒー抽出ボタンとミルクレ
シピボタンが点灯します。

給湯ノズルを差し込むと、
コーヒー抽出ボタンと給湯
ボタンが点灯します。 

または

高速カプチーノシステム

バックライト付ボタン

ミルクコンテナ（0.5リットル）
（冷蔵庫で保管してください）

フロスレギュレータ（泡立て調整弁）洗浄ボタン

ミルク注ぎ口 

フロスなし

泡（フロス）最大量

コーヒー抽出ボタン
小カップボタン

コーヒー抽出ボタン
大カップボタン

スタンバイボタン

ミルクレシピボタン 
カプチーノ

ミルクレシピボタン
ラテマッキャート

給湯ボタン



日本語

本体がコーヒー抽出の適
温になるまで、電源ボタ
ンが点滅します。

本体の電源スイッチを入れます

給水タンクに新鮮な水を最
大水量まで入れます。

本体の主電源スイッチを
入れます。

湯通し：（カプセルを入れずに）大カップボタンを押し
て3杯分抽出します。その後給湯ボタンを押して熱湯を
3回注ぎます。

初めてお使いになる前 または、長い間お使いにならなかった場合

排水グリッドとサイドグリッ
ドから保護フィルムをはがし
ます。

給水タンクに新鮮な水を
最大水量まで入れます。

給湯ノズルを差し込みます。
コーヒー抽出口と給湯ノズル
の下に容器を置きます。

2分後に、マシン内部の洗
浄準備ができます。

日本語

1分後に、コーヒーを抽出す
る準備ができ、コーヒー抽出
ボタンが点灯します。

2分後に、給湯および牛乳泡立て 
 （ミルクコンテナが入っている場合）を行
う準備ができ、給湯ボタンが点灯します。

電源プラグをコンセントに
差し込みます。

本体がコーヒー抽出の適温
になるまで、電源ボタンが
点滅します。

>お湯が出ない場合：
第１５章＜故障かな？と思 
ったら＞をご覧ください。

本体の主電源スイッチを
入れます。



日本語

小カップボタンまたは大カ
ップボタンを押します。
>ボタンが点滅して、適量で
自動的にストップします。

コーヒーを抽出する

1. レバーを開けます。
2. カプセルをセットします。
3. レバーを閉じます。

コーヒー抽出口の下に、
カップを置きます。

すべてのコーヒーメニューに共通の操作方法

抽出開始後

稼動操作中のボタンが点滅します。 お好みの抽出量になったら、同じボタン
をもう１度押して抽出を止めることがで
きます。

抽出のキャンセル

日本語

> 抽出スピードはカプセルの
種類によって異なります。

1. レバーを上げて、使用済み
カプセルを排出します（カプ
セルコンテナに入ります）。
2. レバーを閉じます。

ミルクレシピボタンおよびコー
ヒー抽出ボタンが5秒間点滅し
ます。＞給水タンクが空です。 

抽出中、給水タンクが空になった場合

ミルクコンテナを取り外
します。給水タンクに新
鮮な水を入れます。

希望のボタンを押す
と抽出が再び始まり
ます。



カプチーノまたはラテマッ
キャートを選択します。
>ボタンが点滅します。

カプチーノとラテマッキャートを作る

ミルクコンテナのフタを取
り、必要な量のミルク 
 （最大0.5リットル）を入れ
ます。

ミルクコンテナのフ
タを閉めて、
マシン本体にセット
します。

泡立てたミルクがカップ
に注がれたら、すぐにコ
ーヒーの抽出が始まりま
す。ミルク、コーヒーと
もに設定された量で自動
的に止まります。

ミルクコンテナは正しくセット
しないと、やけどの恐れがあり
ます。>ミルクコンテナには同
梱のフタとミルクノズルを必ず
使用してください。

警告

ミルクノズルは熱くなります。
手をやけどする恐れがあります
ので注意してご使用ください。

警告

日本語 日本語

コーヒー抽出口の下にカッ
プまたはグラスを置き、ミ
ルク注ぎ口を調節します。

抽出後
>第11章≪ミルクレシピ抽出後の
洗浄≫ご参照ください

1. レバーを開けます。
2. カプセルをセットします。
3. レバーを閉じます。

1. レバーを上げて使用済みカ
プセルを排出します。
2. レバーを閉じます。

お好みのフォームミルクの
量と使用するミルクの種類
に合わせてフロスレギュレ
ータ（泡立て調整弁）を調
節します。



日本語

給湯する

給湯ノズルを差し込みます。 給湯ボタンを押します。
> 熱湯がカップに注がれ
ます。

カップをノズルの
下に置きます。

節電／準備中

節電モード

> スタンバイボタンがゆっくり点滅します（赤）。
> 節電モード
（節電効果： 約50％）。

節電モードを終了する

スタンバイボタンを押します。
本体がコーヒー抽出の適温になるまで、
電源ボタンが速く点滅し、適温になると
コーヒー抽出ボタンが点灯します。

最後の使用から1時間後

日本語

準備中

> スタンバイボタンが点灯します（赤）。
> 準備中
（節電効果： 約98％）。

準備中を解除する

スタンバイボタンを押します。
> 本体がコーヒー抽出の適温になるまで、 
電源ボタンが速く点滅し、適温になるとコ
ーヒー抽出ボタンが点灯します。

最後の使用から4時間後



日本語

コーヒー注出口または給湯
ノズルの下に、適したサイ
ズのカップを置きます。

給湯／コーヒー抽出量の調節

設定可能範囲
• コーヒー 20‒300 ml
• 熱湯 50‒400 ml

コーヒーの抽出
1. レバーを開けます。
2. カプセルをセットします。
3. レバーを閉じます。

カプチーノ／ラテマッキャートの量の調節

調節範囲
• ミルク 30‒200 ml
• コーヒー 20‒300 ml

1. レバーを開けます。
2. カプセルをセットします。
3. レバーを閉じます。

ミルクコンテナは正しくセット
しないと、やけどの恐れがあり
ます。＞ミルクコンテナには同
梱のフタとミルクノズルを必ず
使用してください。

警告

日本語

小カップボタン、大カップ
ボタン、または給湯ボタン
を、お好みの量が抽出され
るまで押し続けます。

3秒後 
> ボタンが3回点滅すると、
新しい抽出量の設定が完了し
ます。

1. レバーを上げて、使用済
みカプセルを排出します。
2. レバーを閉じます。

カプチーノボタンまたはラ
テマッキャートボタンを押
し続けます。

ミルク注ぎ口の下にカッ
プまたはグラスを置きます。

警告

ミルクノズルは熱くなります。
手をやけどする恐れがあります
ので注意してご使用ください。

コーヒーの抽出量が150mlを超える量に設定されている場合は、次のコーヒーを抽出す
る前に5分間本体をそのままにしてクールダウンしてください。過熱する恐れがあります。

注意

コーヒーの抽出量が150mlを超える量に設定されている場合は、次のコーヒーを抽出す
る前に5分間本体をそのままにしてクールダウンしてください。過熱する恐れがあります。

注意



日本語

> ミルク泡立てを開始します。 
お好みの量でボタンを放すと、
ミルクの抽出量が設定されます。

再度同じボタンを押し続
けます。

> コーヒーの抽出を開
始します。
お好みの量でボタンを放す
と、コーヒーの抽出量が設
定されます。

抽出量を初期設定に戻す時

スタンバイボタンを5秒間
押し続けます。

> すべての抽出量を初期設
定に戻します。

> その他のボタン
３回点滅します。

日本語

初期設定量
• エスプレッソ： 40 ml
• ルンゴ： 110 ml
• カプチーノ： ミルク50 ml、
コーヒー40 ml 
• ラテマッキャート： 
ミルク150 ml、コーヒー40 ml
• 給湯： 125 ml

泡立てた牛乳の泡部分の量は、使用するミ
ルクの種類と温度によって変わります。

1. レバーを上げて、使用済
みカプセルを排出します。
2. レバーを閉じます。

3秒後
>ボタンが3回点滅すると、
新しい抽出量の設定が完了
します。



日本語

洗浄ボタンを押し続け
ます。

洗浄が完了します。
ミルクレシピボタンが点灯
します。

ミルクコンテナを冷蔵庫
に入れます。

ミルクレシピ抽出後の洗浄

ミルク注入口の下に容
器を置きます。

洗浄中、ミルクはミルクコンテ
ナに入れたままにしておくこと
ができます。洗浄機能は、使用
するたびにミルクコンテナのフ
タの中のパイプをきれいにする
ために必要な機能です。

注意

ミルクコンテナのすべての
部品は食器洗浄機の使用が
可能です。最低週1回は洗っ
てください。

注意

日本語

洗浄ボタンから指を放す
か、さらに洗浄を続けたい
場合は押し続けます。

洗浄を開始します。
ミルクレシピボタンが約
12秒間点滅します。

残っているミルクを取り
除くため、柔らかい布で
パイプを拭きます。

警告

ミルクノズルは熱くなりま
す。手をやけどする恐れがあ
りますので注意してご使用く
ださい。



日本語

給水タンクのフタを外します。 
給水タンクの水を捨てて、すす 
ぎます。 
給水タンクとそのフタは、食器 
洗浄機の使用ができません。

日常のお手入れ

排水受け皿の水とカプセル
コンテナの使用済みカプセ
ルを捨てて、すすぎます。

排水量表示に従い、 
排水受け皿の水を捨てて、
すすぎます。

湯垢洗浄

パッケージに記載されている「使用上のご注意」をよく
お読みください。洗浄剤が目、皮膚およびマシン表面に
つかないようにしてください。酢酸類はマシンを傷める
可能性がありますので、お薦めできません。

注意水の硬度 … 杯ごとに湯垢洗
浄してください。

所要時間は２０分です。マシンの主電源を入れます。  
湯垢洗浄の間はマシンの電源を切らないで下さい。

日本語

本体の表面は、柔らかい
布で中性洗剤を使用して
拭いてください。

サイドパネルを外しま
す。サイドパネルをきれ
いに拭きます。

給湯ノズルを差し込みます。
 （カプセルを入れずに）大カップボ
タンまたは給湯ボタンを押して、ノ
ズルに湯通しをして洗浄します。

給水タンクに水 と湯垢洗
浄剤 を入れてください。

給湯ノズルを差し込みます。
エスプレッソ、ルンゴおよ
び給湯ノズルのボタンが点灯し
ます。

カプセル容器と排水受け皿を
洗います。 給水タンクを空
にし、本体にセットします。



日本語

大きめの容器をコーヒー
抽出口と給湯ノズルの下
にセットしてください。

容器の排水を空にしてから、給
水タンクの最大容量まで新しい
水を入れてください。

マッキャートボタンとルン
ゴボタンを同時に  秒間押
してください。

1. レバーを上げる。
2. フィルターをセットする。
湯垢洗浄セットに含まれてい
ます。
3. レバーを下げる。

レバーを上げる。
フィルターを取り出す。
レバーを下げる。

容量600ml以上の容器をそ
れぞれコーヒー抽出口と給
湯ノズルの下にセットして
ください。

日本語

湯垢洗浄剤入りのお湯がコーヒ
ー抽出口と給湯ノズルから交互
に排出されます。

ルンゴボタンが早く点滅
したら、ルンゴボタンを押し
てください。
> ルンゴボタンとマッ
キャートボタンが交互に
点滅します。

給水タンクが空になるまで、ル
ンゴボタンを押してください。
コーヒー抽出口と給湯ノズル
からすすぎのお湯が排出されま
す。
>マシンの電源が自動的に切れ
ます。

ルンゴボタンが点滅するま
で待ちます。残りの湯垢洗
浄を続けます。

排水受け皿を空にします。給水タンク
をすすいでください。柔らかい布でマシ
ンを拭いてください。
> マシンの湯垢洗浄が終了しました。



カプチーノボタンと小カッ
プボタンを同時に5秒間押し
ます。> 本体内部は乾燥モ
ードに入ります。

本体を乾燥させる

給水タンクを空にします。長期間使用しない場合は、本体
内部を乾燥させる必要がありま
す。液体が凍って本体内部を傷
める危険性があるためです。

警告

故障かな？と思ったら

問題 解決方法

コーヒーが出ない／ 
お湯が出ない

給水タンクが空 > 給水タンクに新鮮な水を入れてくださ
い。

必要に応じて湯垢洗浄を行ってください　 
> 第13章参照

コーヒーがぬるい カップを あらかじめ温めておいてください。

必要に応じて湯垢洗浄を行ってください > 第13章参照

レバーを完全に閉じられない カプセルコンテナの使用済みカプセルを捨ててくださ
い。カプセルコンテナの中にカプセルが詰まっていない
か確認してください。

泡立てた牛乳の泡の量が少ない 成分無調整の冷えた牛乳をお使いください。低脂肪や特殊加
工された牛乳は泡立ちません。冷たい牛乳でなければ泡立ち
ません。フロスレギュレータ（泡立て調整弁）が清潔である
ことを確認してください。清潔でない場合は、ミルクコンテ
ナの他の部品と一緒に洗ってください。

日本語

乾燥が完了すると、自動的
に準備中になります。

パイプ類が完全に空になる
まで、すべてのボタンが交
互に点滅します。

問題 解決方法

警報 すべてのレシピボタンが5秒間点滅　 
> 給水タンクに水を入れてください。

スタンバイボタンが速く点滅 > 本体内部が熱くなってい
ます。冷めるまで待ってください。

すべてのボタンが交互に点滅
> 乾燥モードになっています。

大カップボタンが速く点滅
> 湯垢洗浄モードになっています。

ライトが点灯しない　 
> 電源コンセントとプラグを確認してください。 
ご不明な点がある場合はネスプレッソにご連絡ください。



アクセサリー＃ 3035/CBU-2

重量： 
給水タンク：

使用室温： 
大きさ：

最大 気圧
電源： 消費電力：

ミルクタンク： 

コードの長さ：

日本語

仕様

ネスプレッソ　湯垢洗浄キット

お手入れ用品

ネスレネスプレッソ株式会社　


